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繁
殖
業
者
に
よ
る
、
子

犬
と
子
猫
の
販
売
を
目
的
と

し
た
引
き
渡
し
・
展
示
が
禁

止
さ
れ
た
。
本
市
に
お
け
る

動
物
販
売
業
者
に
対
す
る
徹

底
指
導
と
、
一
般
家
庭
に
対

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

 

市
民
環
境
部
長

　

動
物
販
売
業
者
に
は
、
県

動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
と

連
携
の
も
と
、
指
導
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
般
家
庭
に

対
し
て
は
、
広
報
等
を
通
じ

て
適
正
飼
育
の
普
及
啓
発
に

努
め
て
い
ま
す
。

自
転
車
安
全
利
用
促
進
条

例
制
定
に
つ
い
て　
　
　

　
　 

今
後
の
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。

 

土
木
交
通
部
長

　

自
転
車
の
安
全
利
用
を
推

進
す
る
上
で
、
安
全
教
育
は

重
要
な
施
策
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
条
例
制
定
に
つ
い
て

は
自
転
車
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
や
、
利
用
状
況
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

自
衛
隊
の
新
部
隊
の
誘
致

運
動
に
つ
い
て　
　
　
　

 

昭
和
27
年
10
月
に
今
津

特
別
訓
練
隊
と
し
て
発
足
以

来
、
市
民
と
の
共
存
を
基
本

に
発
展
を
続
け
て
き
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
企
業
誘
致
が
進
ま

な
い
中
、
自
衛
隊
の
新
部
隊

を
誘
致
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

 

政
策
部
長

　

自
衛
隊
の
誘
致
は
、
全
国

で
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
担
い
手
や
働
く
場
の

確
保
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

部
隊
の
配
備
や
人
員
状
況
を

把
握
し
て
、
市
の
将
来
設
計

を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
防

衛
情
勢
は
、
重
要
な
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、
一
自
治
体

の
要
望
に
よ
り
国
防
上
の
体

制
整
備
に
口
を
挟
む
時
勢
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
地
域
と
防
衛
施

設
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
慮

し
、
引
き
続
き
模
索
し
て
い

き
ま
す
。

 

小
中
一
貫
教
育
に
重
点

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

が
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
。

 

教
育
部
長

　

小
中
学
校
の
９
年
間
を
見

通
し
た
連
続
性
の
あ
る
指
導

に
よ
る
確
か
な
学
力
と
豊
か

な
人
間
性
、
た
く
ま
し
い
心

身
の
育
成
を
目
指
し
、
小
中

合
同
の
授
業
研
究
を
実
施
し

た
り
、
小
学
６
年
生
の
中
学

校
授
業
体
験
や
部
活
動
体
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
高
島
市
独
自
の
小
中
一

貫
教
育
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

 

子
ど
も
の
体
力
、
運
動

能
力
が
低
下
傾
向
に
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
対
策
は
。

 

「
子
ど
も
の
体
力
向
上

委
員
会
」
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
プ
ラ
ン
を
作
成
し

て
、
体
力
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

 

い
じ
め
対
策
指
針
の
具

体
的
取
り
組
み
は
。

 

職
員
が
一
丸
と
な
っ
た

学
校
づ
く
り
、
い
じ
め
の
未

然
防
止
と
早
期
発
見
、
指
導

体
制
の
強
化
、
職
員
研
修
の

充
実
、
家
庭
や
地
域
へ
の
説

明
の
５
つ
を
柱
に
、
い
じ
め

を
絶
対
に
許
さ
な
い
学
校
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

教
育
の
情
報
化
推
進
の

内
容
は
。

 

Ｉ
Ｃ
T
（
情
報
通
信

技
術
）
機
器
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
わ
か
り
や
す
く
子
ど

も
主
体
の
学
習
を
進
め
て
い

ま
す
。

 

小
中
学
校
の
防
災
研
修

と
訓
練
の
実
施
内
容
は
。

 

学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
見
直
し
、
避
難
訓
練
や

放
射
線
に
関
す
る
出
前
授
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

 

義
務
教
育
終
了
か
ら
30

才
ま
で
の
子
ど
も
や
若
者
、

そ
の
家
族
へ
の
支
援
内
容

は
。 

窓
口
で
相
談
を
受
け
、

就
労
・
就
学
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
交
流

会
等
を
実
施
し
、
社
会
全
体

で
支
え
る
環
境
整
備
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
・
活
用
に

つ
い
て

 

資
料
館
の
事
業
内
容

と
、
展
示
で
き
な
い
文
化
財

の
管
理
は
。

 
展
示
物
の
案
内
や
解
説

等
の
他
、
古
文
書
や
民
具
資

料
の
調
査
・
収
集
も
行
っ
て

い
ま
す
。

 

展
示
で
き
な
い
も
の
は
、

資
料
館
や
市
内
の
収
蔵
庫
で

保
管
し
て
い
ま
す
。

 

上
御
殿
遺
跡
か
ら
の
出

土
品
に
つ
い
て
、
今
後
の
展

示
や
保
存
の
予
定
は
。

 

県
教
育
委
員
会
と
協
議

を
進
め
、
地
元
で
の
公
開
を

検
討
し
ま
す
。

学
校
規
模
の
適
正
化
に
つ

い
て

 

「
高
島
市
学
校
規
模
適

正
化
基
本
方
針
案
」
の
具
体

的
内
容
は
。

 

地
域
審
議
会
や
説
明

会
を
開
催
し
、
お
聞
き
し
た

意
見
を
年
度
内
を
目
途
に
、

最
終
方
針
と
し
て
ま
と
め
る

予
定
で
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
一
部

民
間
委
託
推
進
に
つ
い
て

 

今
後
の
予
定
は
。

 

課
題
の
研
究
に
努
め

ま
す
。

 
学
校
給
食
費
の
収
納
率

の
推
移
は
。

 

滞
納
繰
り
越
し
分
を
含

め
た
全
体
の
収
納
率
は
、
前

年
比
で
０
．４
７
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
て
い
ま
す
。

高
島
市
教
育
行
政
基
本
方
針
に  

            

つ
い
て

秋
永　

安
次　

議
員

改
正
動
物
愛
護
法
と
市
の　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て

宮
内　

英
明　

議
員

市
内
公
共
建
造
物
お
よ
び

Ｊ
Ｒ
施
設
の
適
切
な
管
理

要
望
に
つ
い
て　
　
　
　

　

 

①
高
島
合
同
庁
舎　

②
朽
木
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

の
里　

③
高
島
警
察
署　

④
Ｊ
Ｒ
宿
舎
お
よ
び
研
修
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。 

総
務
部
長

①
平
成
12
年
に
耐
震
改
修
工 

事
は
終
了
し
て
お
り
、
現

状
を
維
持
さ
れ
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

②
平
成
25
年
度
を
も
っ
て
移

管
ま
た
は
廃
止
の
方
針
の

た
め
、
運
営
の
継
続
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

③
本
年
度
、
耐
震
改
修
工
事

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
毎
年
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
対

し
、
適
正
な
管
理
を
要
請

し
て
い
ま
す
。

自衛隊の訓練の様子

 

統
廃
合
に
よ
っ
て
現
在

学
校
・
学
級
数
を
基
に
算

定
さ
れ
て
い
る
地
方
交
付
税

が
、
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
の

で
は
。
同
時
に
、
学
校
の
新

築
や
通
学
区
域
の
拡
大
等
で

市
の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る

が
ど
う
か
。

 

教
育
部
長

　

統
廃
合
に
よ
り
通
学
距
離

が
２
㎞
を
越
え
る
児
童
に

は
、
通
学
支
援
の
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
通
学
バ
ス
の
運
行
経
費

は
、
学
校
の
位
置
の
特
定
を

要
す
る
た
め
、
現
時
点
で
は

具
体
的
な
試
算
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

今
後
、
児
童
数
の
推
移
を

見
極
め
な
が
ら
、
具
体
的
な

統
合
計
画
を
策
定
す
る
方
針

で
す
。

 

教
職
員
雇
用
の
減
少

は
、
地
域
経
済
に
マ
イ
ナ
ス

を
も
た
ら
す
の
で
は
。

 

仮
に
マ
イ
ナ
ス
の
経
済

効
果
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ

を
豊
か
な
教
育
環
境
の
整
備

充
実
と
比
較
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

 

保
護
者
や
地
域
住
民
か

ら
広
く
意
見
を
聞
く
べ
き
で

は
。 

地
域
審
議
会
や
保
護
者

説
明
会
の
開
催
、
ま
た
、
市

政
モ
ニ
タ
ー
等
で
ご
意
見
を

お
伺
い
し
ま
す
。

 

少
子
化
の
進
行
を
食
い

止
め
る
施
策
が
必
要
な
の
で

は
。 

子
ど
も
局
長

　

こ
れ
ま
で
か
ら
保
育
料

の
軽
減
や
、
関
係
団
体
へ

の
補
助
等
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
各
部
局
が

連
携
し
て
対
策
を
講
じ
ま

す
。

小
水
力
・
太
陽
光
な
ど
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

 

原
発
稼
動
な
し
の
今
こ

そ
、
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光

発
電
装
置
の
設
置
拡
大
や
、

河
川
や
農
業
用
水
を
利
用
し

た
小
水
力
発
電
の
支
援
強
化

を
図
っ
て
み
て
は
。

 

市
民
環
境
部
長

　

本
年
度
、
消
防
本
部
・
北

部
消
防
署
合
同
庁
舎
に
太
陽

光
発
電
装
置
と
蓄
電
池
を
設

置
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
小
水
力
発
電
に
つ

い
て
も
、
農
業
用
水
利
施
設

を
有
効
活
用
す
る
中
で
、
普

及
・
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

生
ゴ
ミ
減
量
化
を

 

紙
ゴ
ミ
減
量
大
作
戦
の

成
果
は
。

 

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、
平
成
23
年
度
か
ら

の
２
年
間
で
、
５
６
２
ト
ン

の
減
量
が
で
き
ま
し
た
。

 

紙
ゴ
ミ
減
量
と
併
せ

て
、
生
ゴ
ミ
減
量
を
呼
び
か

け
、
軽
易
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

で
の
生
ゴ
ミ
処
理
に
市
民
の

協
力
を
得
て
み
て
は
。

 

生
ご
み
減
量
に
も
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
等
の
安
価
な
も
の

で
、
ご
み
減
量
の
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
も
研
究
し
ま

す
。

小
学
校
統
廃
合
に
伴
う
交
付
税
削
減

　
　
　
　
　
　

等
の
財
政
的
影
響
は

粟
津　

泰
藏　

議
員紙ごみ減量大作戦イメージキャラクター

スリムヤン

貴重な文化財が並ぶ
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